
秋田きらり支援学校は肢体不自由者・病弱者である児童生徒に対する教育を主として行う特別支援学校です。 

 

10 月  1 回目の様子  

大勢の友達と初対面です。 

  

                    

                                   

 

 

 

同年代の友達と関わる機会が少ない本校の児童生徒にとって、将来の自立と社会参加に向

けて、地域の中で社会の一員として生活することが望ましく、交流及び共同学習を通して多

くの学びがあると考えます。本校では、学校間交流（小中学校、高等学校、視覚支援学校、

聴覚支援学校他）、居住地校交流（児童生徒の居住地である地域）、地域の人々との交流（南

ケ丘の住民、いぶきの里での展示販売など）を実施しています。  

 居住地校交流は、同年代の児童生徒との交流を通して、児童生徒の関わりや経験の幅を広

げ、お互いに社会性や豊かな人間性を育むことをねらっています。今年度は、小中学部合わ

せて１３名の児童生徒が直接・間接交流で延べ３０回の居住地校交流を行いました。  

本稿では、小学部２名の居住地校交流について紹介します。  

 

【その１】小学部 1 年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月１２日 

第１４５号 

秋田県立秋田きらり支援学校  

地 域 支 援 部 

地 域 支 援 だ よ り 

交流及び共同学習について 
 

小学部１年のＡさんは、Ｓ小学校の１年生と居住地校交流を２回行いました。１回目は、

入学して学校生活に慣れてきた１０月に、Ｓ小学校に直接赴いての交流。１年生４クラス全

員の友達から拍手でお出迎えしてもらいました。自分に向けてたくさんの友達が一生懸命

に挨拶や発表をしてくれたことが分かり、隣に座るお母さんと一緒に友達の姿や声をしっ

かり見聞きし、楽しむ様子が見られました。Ａさん本人も、皆さんの前で自己紹介や感想発

表を頑張りました。最後は全員でジャンボリミッキーを踊りました。普段は少人数で学習す

ることが多いＡさんですが、同い年の友達と活動する経験ができました。 

交流を経て、外出時にＳ小学校の友達から声を掛けてもらうことが何度もあったそうで

す。いろいろな人と関わり、仲良くするのが大好きなＡさん。１年生から交流を始めること

で、地域に住む人や友達とのつながりができ、互いに理解し合い、社会性や人間性も豊かに

なると考えられます。来年度も居住地校交流を通じて、同じ地域に住む友達との関わりがさ

らに広がるよう、計画したいと考えています。 

初めての居住地校交流 

 

（文責：目黒  敦子） 

12 月  ２回目は手紙のやりとり。Ａさんは心を込

めて、大きなクリスマスレターを作りました。Ｓ小

からは、Ａさんへのコメントの寄せ書きをもらいま

した。４クラスの友達からの手紙を見て、本当に

うれしそうでした。 

（文責：佐藤 昭子）  



 

【その２】小学部３年生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門監のつぶやき 

3 年目の居住地校交流 

 

小学部３年生のＢさんは、１年生の時からＫ小学校と居住地校交流を実施しています。

今年度は７月と１１月の２回、直接交流をしました。幼稚園等に通っていなかったため、

同じ年の友達と接する経験がなかったＢさんにとって、貴重な機会となっています。一人

学級で普段は一人で教科学習をしていることもあり、友達の色々な考えに触れたり、友達

とのおしゃべりを楽しんだりして、集団で学ぶ楽しさを味わっています。個性豊かな友達

の様子に、時にはびっくりしたり、戸惑ったりもしていますが、どれも経験を広げる良い

機会となっています。Ｋ小学校の友達も心温かく迎えてくれ、同じ地域に住んでいるＢさ

んのことを覚え、気軽に話しかけてくる友達も増えてきました。  

 事後学習では、手紙の交換をしました。 

～Ｂさんの手紙より～ 

 

算数では、「
１

２
に分けよう」をやって、 

色々な意見が聞けました。国語では「こそ

あど言葉を使いこなそう」をやって、たくさん

のおもしろい文しょうがありました。楽しかっ

たです。 

 

（文責：伊藤  咲子） 

 

 

７月  元気に自己紹介をして算数と国語の

授業に参加しました。真剣に先生の話を聞

き課題に取り組みました。発表場面では積

極的に手を挙げて発表しました。  

 
 障害理解学習を知っていますか？本校では、

「身体の不自由な人との関わり方を考えよう～

見て・聞いて・体験して～」と題し、要望に応じ

て障害理解授業を行っています。今年度は小

学校 7 校、中学校２校で実施しました。 

内容は、20 分間の講話＋体験です。車いす

体験やボッチャ、ユニバーサルデザインの道具

の使用など、体験の内容は様々です。内容を決

めるときは、担当の先生と相談し、「何のため

に」「何を」「どのように」行うのか、学習のねらい

を明確にすることを大切にしています。 

授業後は、「急に触られるとびっくりすること

が分かったので、優しく声を掛けようと思った」

「車いすの操作が難しいと気付いた」「特別扱

いするのではなく、まずは普通に接するのがい

いと分かった」など、たくさんの感想が寄せられ 

ます。感じ方は人それぞれです。この授業は 1

時間だけですので、相手を思いやる心や互い

を認め合う態度を学び続けるきっかけにしてほ

しいと考えています。 

本稿で紹介した居住地校交流も目的は同

じです。自分の暮らす地域で互いを認め合い、

共に生きていくために一緒に学ぶ機会を設け

ています。子どもたちは人と関わることが大好き

です。交流及び共同学習、障害理解学習につ

いて関心をもって 

いただけるとうれ 

しいです。 

 

 

 

（文責：藤原恵理子） 

「手を動かしにく

い」想定でボッチ

ャ体験  


